
 

 

 

証拠金取引システムの更改 
 
 
１．基本方向 

耐用年数の満了に伴い、証拠金取引システム※の更改に着手します。 
更改にあたっては、一層、低コストで信頼性の高い新システムを開発構築するとともに、将

来の様々な市場環境の変化に迅速かつ柔軟に対応できるものとします。 

※ 取引所為替証拠金取引および取引所株価指数証拠金取引に係るシステム 

 
２．特徴 
（1）事業継続性（BCP）の向上 

広域大災害等により、データセンターが被災した場合でも事業継続ができるよう、 
ディザスターリカバリーサイトを設置します。 
 

（2）障害発生時のシステム切替機能の高度化 
売買システムの障害発生時に、待機系システムへの切替えを瞬時化し、取引停止を 

回避します。 
 

（3）処理能力の向上 
秒間約定件数が、現行システム比 4 倍以上となり、取引処理が高速化します。 

 
 
３．稼動時期 

平成 25 年 10 月を予定 
 

以 上 


